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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

 基準価額 15,933 円

 純資産総額 0.7 億円

　ポートフォリオ構成比率

株式 0.0%

(内外国株式） (0.0%)

(内先物） (0.0%)

投資信託証券 97.9%

短期金融商品その他 2.1%

組入銘柄数 1 銘柄 

※基準価額は1万口当たりです。

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、S&P500トータルリターン指数〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を

乗じて算出しております。

※当ファンドの純資産総額に対する比率

です。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 6.23% ▲ 11.09% ▲ 6.34% 17.38% 　　 － 59.33%

参考指数 ▲ 5.67% ▲ 5.90% 2.90% 23.08% 　　 － 63.10%

　最近5期の分配金の推移

2024/02/26 0 円

2024/08/26 0 円

2025/02/25 0 円

2025/08/25 0 円

2026/02/24 0 円

設定来合計 0 円

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

   ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率0.7876%程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

ファンドは特化型

運用を行います。
米国株アクティブ・グロース戦略ファンド／JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETF
追加型投信／海外／株式

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/10）  553270
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　JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETFの状況（1）

　組入上位10銘柄

銘柄名 セクター 比率 銘柄概要

1 エヌビディア 半導体・半導体製造装置 10.3%

テクノロジー企業。科学的計算、AI、データサイエンス、自動運転車、ロボット
工学、メタバース、3Dインターネットアプリケーションのためのプラット
フォームの開発に従事。PCグラフィックにも注力する。世界各地で事業を展
開。

2 アップル
テクノロジー・ハードウェア
および機器

8.5%

IT会社。スマートフォン、パソコン、タブレット、ウェアラブル端末、アクセサ
リーの設計、製造、販売に加え、各種関連アクセサリーの販売に従事。決済、
デジタルコンテンツ、クラウド・広告サービスも手掛ける。消費者、中小企業、
教育、企業、および政府機関の各市場を対象に世界各地で事業を展開。

3 アルファベット メディア・娯楽 6.7%
子会社を通じ、ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウェア・アプリケー
ション、モバイルオペレーティングシステム、消費者コンテンツ、業務用ソ
リューション、eコマース、ハードウェア製品などを提供する。

4 マイクロソフト ソフトウェア・サービス 4.9%
ソフトウェア会社。アプリケーション、追加クラウド・ストレージ、高度セキュリ
ティソリューションを提供する。世界各地で事業を展開。

5 ブロードコム 半導体・半導体製造装置 3.8%

半導体・インフラソフトウェアソリューションメーカー。デジタルおよびミック
ストシグナルCMOS（相補型金属酸化膜半導体）ベースのデバイスやアナロ
グIII-Vベースの製品を手掛けるほか、エンタープライズおよびデータセン
ターネットワーキング、ホームコネクティビティ、セットトップボックス、ブロー
ドバンドアクセス、通信機器も提供する。

6 テスラ 自動車・自動車部品 3.4%

多国籍自動車・クリーンエネルギー会社。電気自動車、家庭から送電するた
めの蓄電装置、太陽光パネル、ソーラールーフタイル、関連製品とサービスの
設計・製造を手掛ける。独自の販売網を保有し、電気パワートレイン部品を他
の自動車メーカーに販売する。

7 メタ・プラットフォームズ メディア・娯楽 3.4%
ソーシャルテクノロジー会社。ユーザーをつなぎ、コミュニティを見つけ、事
業の成長を支援するアプリケーションおよび技術を構築する。広告、拡張機
能化、仮想現実も手掛ける。

8 アマゾン・ドット・コム
一般消費財・サービス流
通・小売り

3.2%

オンライン小売会社。多岐にわたる製品を販売する。書籍、音楽、コンピュー
ター、電子機器、その他多数の製品を販売。顧客別にカスタマイズされた
ショッピングサービス、ウェブ上でのクレジットカード決済、および顧客への
直接配送を手掛ける。世界各地でクラウド・プラットフォーム・サービスも提
供。

9 マスターカード 金融サービス 2.1%
資金決済処理サービス会社。クレジットおよびデビットカードの決済処理、電
子マネー、ATM、トラベラーズチェックなどを手掛ける。世界で事業を展開。

10 イーライリリー
医薬品・バイオテクノロ
ジー・ライフサイエンス

1.8%
製薬会社。人間と動物を対象とする医薬品の発見・開発・製造・販売を手掛
ける。世界各地で事業を展開。主な製品は、神経・内分泌系疾患治療薬、抗
感染薬、心臓血管作用薬、腫瘍治療薬、動物用ヘルスケア製品など。

米国株アクティブ・グロース戦略ファンド／JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETF
追加型投信／海外／株式

※JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETFの純資産総額に対する比率です。

※マネーマーケットファンドを除きます。

※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのウェブサイトのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

※外国銘柄の日本語表記および銘柄概要につきましては、Bloombergのデータを基に作成しております。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/10）  553270
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　JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETFの状況（2）

　ファンドマネージャーのコメント

　ファンドマネージャーのコメント

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

　組入上位10セクター

セクター名 比率

1 半導体・半導体製造装置 17.6%

2 メディア・娯楽 12.1%

3 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 11.2%

4 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 10.9%

5 ソフトウェア・サービス 9.0%

6 資本財 8.7%

7 一般消費財・サービス流通・小売り 5.5%

8 金融サービス 5.2%

9 自動車・自動車部品 3.4%

10 生活必需品流通・小売り 2.3%

＜投資環境＞

3月の米国株式市場はほぼ一本調子で下落しました。米国とイスラエルがイランを攻撃しました。原油・天然ガス輸送の要衝であるホル

ムズ海峡が事実上の封鎖状態となり、原油価格が大幅に上昇したことを受けて、実体経済や企業業績が悪影響を受けるという懸念が広

がりました。当初は短期間で事態が収束に向かうとの観測がありましたが、イラン側の反撃が予想以上に続いたため、中東情勢の悪化

が長期化するのではないかとの懸念が台頭しました。経済面では、2月の雇用統計で非農業部門の雇用者数が前月から大幅に減少した

ことや、米連邦公開市場委員会（FOMC）などを受けて利下げ期待が後退したことが、悪材料視されました。

3月のドル/円相場は上昇（ドル高・円安）しました。米国とイスラエルによるイランへの攻撃をきっかけに、原油価格は大幅に上昇しま

した。リスク回避によるドル買いの動きに加えて、日本の貿易収支が悪化するという見方が広がったことから、ドル/円は上昇しました。

日銀の金融政策決定会合の直後にドル/円相場は157円台に下落したものの、中東情勢の悪化が長期化するという懸念が台頭し、月末

にかけて一時節目の160円台に乗せました。

＜運用経過＞

当ファンドの運用は「JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETF」への投資を通じて、主として大型株式を中心に米国株式への投

資を行っております。独自のファンダメンタルズ分析に基づくボトムアップ・アプローチにより、収益成長の潜在性が高いと考えられる銘

柄によってポートフォリオを構成しました。資金フローに対応しながら組入比率を高位で維持しました。

＜今後の運用方針＞

当面の米国株式市場は不安定な相場が続くと予想します。目先の株価は、中東情勢に左右されるでしょう。原油価格の上昇による実

体経済や企業業績への影響は気がかりですが、今年の増益率は昨年と同程度の高い伸びになると見ており、中東情勢が落ち着けば株

価は再び高値を目指すと予想します。リスク要因は景気の停滞と物価の上昇が同時に進行する局面における金融政策姿勢であり、利上

げが選択される場合には株価は大幅に調整する可能性があります。

ドル/円相場はドル高・円安が進行すると予想します。目先は中東情勢の悪化に伴ったリスク回避によるドル買いの動きに加えて、原油

価格の急騰を受けて日本の貿易収支が悪化することからもたらされる実需の円売りが影響する見通しです。一方、政府・日銀の為替介

入観測が円安に一定の歯止めをかける可能性があります。

こうした投資環境の中で、「JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETF」の高位組入れを継続する方針です。

米国株アクティブ・グロース戦略ファンド／JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETF
追加型投信／海外／株式

※JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETFの純資産総額に対する比率です。

※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのウェブサイトのデータを基にＳＢＩ岡三アセット

マネジメントが作成しております。

※日本語表記につきましては、Bloombergのデータを基に作成しております。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（3/10）  553270



　ファンド情報

設　定　日 2023年9月29日

償　還　日 2045年8月24日

決　算　日 毎年2月24日および8月24日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

米国株アクティブ・グロース戦略ファンド／JPモルガン・米国グロース株式・アクティブETF
追加型投信／海外／株式

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/10）  553270



　ファンドの特色（2）
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　投資リスク（1）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ
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　ファンドの費用
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

＊2026年4月1日付で「一般社団法人日本投資顧問業協会」から「一般社団法人資産運用業協会」に名称変更しました。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（10/10）  553270


